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鉢全体に太くて白い根
が十分に張っている



（※アールスメロンをつくる時の管理方法で
す。家庭菜園では、管理が難しいので参考に
してください）

遊びづるは３本を基本としますが、畑の地
力や作型を考慮し、つるもちが心配され
るような場合は、多めに成長点を確保しま
す。「遊びづる」を残すことで成長点が確
保され、根の活性を保つとともに、その成
長点の状態で草勢を判断することができ
ます。自然着果した果実はそのつど摘果
します。

ここを
摘芯する

低節位着果は、小玉でへん平な果実になり、高節位着果になると大玉
にはなりますが、糖度が上がりにくく長玉傾向になります。

将来、へん平な果実となる
元成り（低節位）に多い

（※アールスメロンをつくる時の管理方法です。
家庭菜園では、管理が難しいので参考程度にし
てください）

収穫期は品種は作型によっても異なります（開花後５０～６０日程度）。判
断する上でのポイントは、着果枝の葉枯れや果硬部へのネット上がり、花
痕部のひび割れなどを参考に必ず試し割りをして、糖度の上昇を確認す
るだけでなく、肉質も考慮した上で適熟果収穫に努めます。

交配後１５日目ごろ、果実がひび割れする前にメロンマットを敷
きます。これによりネットの均一な発生が促進します。


	y_manual_meron01
	y_manual_meron02

